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【資料１】                                    
 

１）戦略計画 

 －進捗指標 

１）国際的に通用する

教育プログラムの

開発 

 －国際認証プログラ

ム修了者数 

－国際交流協定件数 

 －海外の大学との単

位互換単位数 

  

  

１）優れた学生の確保 

 －高校ランク別出

願者数 

 －優秀学生奨学金

給付数 

２）優れた教育職員の

確保 

 －優れた契約職員

（教育職員）の

採用実績 

３）優れた事務職員の

確保 

 －優れた契約職員

（事務職員）の採 

 用実績 

 

１）交流プログラム

の拡大 

－学生の相互派

遣件数 

１）学習相談に関する

支援体制の整備 

－退学者数 

２）教員免許取得支援

体制の整備 

 －教員採用試験合

格者数 

３）奨学金制度の充実 

 －奨学金給付数 

 

１）活躍する卒業生と

の交流促進 

 －交流プログラム

件数 

 

２）父母等に対する情

報交流の強化 

 －資料送付件数 

１）産学官連携交流プ

ログラムの強化 

－相談件数 

２）知的財産創出の促

進 

－特許実施許諾件数 

（関連） 

 ・大学発ベンチャ

ー創出件数 

 

 

１）中長期計画に

基づく再開発計

画の推進 

２）長期のフレー

ムワークプラン

の策定 

１）財源の多様化の

促進 

 －寄附金件数 

 －補助金件数 

 

１）全ての学部における

オンリーワンの教育力

を持った拠点づくり 

 －オンリーワン拠点件

数 

２）初年次教育の強化 

 －留年者数 

－退学者数 

  

 

Ｍ Ｓ － １ ５ ( 2 0 1 2 年 度 ～ ) 戦 略 プ ラ ン  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「名城育ちの達人を社会に送り出す」 
 

〔 長  期  ビ  ジ  ョ  ン 〕  
「総合化」、「高度化」、「国際化」により、広く社会に開かれた日本屈指の文理融合型総合大学を実現する 

〔 中  期  ビ  ジ  ョ  ン 〕  
社会から評価される大学づくりを目指して、「教育力」「研究力」「就職力」「社会力」「資源力」の向上に努める 

柱 
（戦略ﾄﾞﾒｲﾝ） 

 

 

 

基 本 目 標 

教育の充実 研究の充実 

多様性と実践性

を大事にする基

礎教育と専門教

育を通して、コ

ミュニケーショ

ン力と問題解決

力をもつ人材を

育成する 

１．教育の質

保証 

教 育 研 究

環 境 の 充

実 を 通 し

て 、 社 会 に

評 価 さ れ

る 学 術 の

創 造 と 普

及 を 図 る  

１．大学院の
教育研究の
質保証 

人材の確保
と育成 

 

目 的 意 識 と

行 動 力 と 社

会 性 に 優 れ

た 学 生 、 教

育 職 員 及 び

事 務 職 員 を

確 保 し 、 育

成 す る  

２．人材の確

保 

１．人材研修

の促進 

３．全学的な教

育プログラム

の開発・充実 

２．学士課程
における教
育経験の質
向上 

２．大学院教

育拠点の強

化 

３．外部資金

の確保 

学生支援 
体制の充実 

卒業生及び
父母との 
連携強化 

   

学 生 自 ら の

キ ャ リ ア 設

計 力 と 開 発

力 を 大 事 に

す る 総 合 的

サ ー ビ ス を

改 善 し 、 充

実 す る  

１．学習サー

ビス の強

化 

開 か れ た 大

学 を 目 指

し 、 卒 業 生

及 び 父 母 に

信 頼 さ れ る

大 学 ブ ラ ン

ド 力 を 確 立

す る  

１．同窓生・父

母へのケア体

制の強化 

３．キャリア

開発 サー

ビス 

４．国際交流

サービスの

強化 

産学官連携
の推進 

地域貢献 

学 術 資 産 の
形 成 と 運 用
を 組 織 的 に
推 進 し 、 社
会 に 有 意 な
産 学 官 連 携
を 促進す る  

１．産学官連

携の強化 

地域とともに

ある大学とし

て、地域の多

様なニーズに

対応し、活性

化につながる

サービスを充

実する 

１．名城サテライ

トによるサービ

スづくり 

総 合 学 園 化

を目指した、

戦 略 的 か つ

機 動 的 な 経

営 改 革 を 持

続する 

２．財政基盤

の確立 

経営改革 

３．キャンパ

スの充実 

 

４．組織マネ

ジメ ント

改革 

１）全学的な教育プロ

グラムの強みづく

り 

 －企画・プロジェク

ト件数 

１）世界的教育研究拠

点づくり 

－３拠点 

２）オンリーワンの教

育研究力を持った拠

点づくり 

 －オンリーワン拠点

件数 

 

１）ＦＤ、ＳＤの促進 

 －教育職員研修件数 

－事務職員自己啓発

研修費使用率 

（関連） 

  ・自己啓発研修費の総額 

  ・自己啓発研修費執行平

均額 

  ・事務職員研修件数 

 －ＦＤ研修延べ数 

 

１）競争的研究資金の

獲得 

 －申請及び獲得件数 

１）国際的に通用する

教育研究プログラム

の開発 

 －国際交流協定件数 

 －海外の大学との単

位互換単位数 

 

 

 

 

 

１）キャリア自己開発

の促進 

－就職率 

１）サテライトプログ

ラムの強化 

 －プログラム数 

１）組織運営体制の

整備 

２）危機管理体制の

構築 

３）ISO14001 の推進 

 －ISO14001 内部監

査員数 

 

 

行動目標 

2005－2015 

２．課外活動

の充実 

１）強化クラブへの

支援 

－全国大会以上へ

の出場件数 

 

１．教育・研

究組 織の

活性化 

１）教育組織の改

組・新設 

 －戦略的大学連携

件数 

 －改組・新設準備

件数 

２）研究組織の改

組・新設 

 －改組・新設件数 

２．地域支援

の充実 

 

１）ボランティア活

動の強化 

 －参画者数 

２）生涯学習支援の

強化 

 －プログラム数 

 















【資料３】工学系学部の入学志願動向 

 
●2011 年 国公立大入試 志願者動向分析 
 
 

 
 
 
 
●2011 年 私立大入試 志願者動向分析 

 

出典：大学受験パスナビで入試を知る（旺文社） 
http://passnavi.evidus.com/analyze/201105 

出典：大学受験パスナビで入試を知る（旺文社） 
http://passnavi.evidus.com/analyze/201104/html/1 



【資料４】　理工学部における過去４年間の入学状況等

（１）学部入学状況

区分
平成

20年度
平成

21年度
平成

22年度
平成

23年度
平均 備考

入学定員 1,105 1,105 1,105 1,105 -
志願者数 13,195 13,011 12,943 13,243 13,098
受験者数 12,683 12,575 12,525 12,834 12,654
合格者数 4,345 4,270 4,292 4,656 4,391
入学者数 1,200 1,123 1,169 1,241 1,183

定員充足率(%) 108.6 101.6 105.8 112.3 -

（２）学科別入学状況

　　　※平成20年度入学試験から学科別および数学科を除く8学科をひとくくりとした「系別募集」を実施
　　　　 （情報工学科44人，電気電子工学科44人，材料機能工学科28人，機械システム工学科44人，
　　　　　交通機械工学科39人，建設システム工学科39人，環境創造学科28人，建築学科40人）。
　　　　系別募集では1年次の学科別配属がないため，各学科の入学定員は，系別募集の人数を
　　　　除いた数値となっている。

　　○材料機能工学科

区分
平成

20年度
平成

21年度
平成

22年度
平成

23年度
平均 備考

入学定員 67 67 67 67 -
志願者数 936 897 907 889 907
受験者数 930 890 901 883 901
合格者数 366 358 308 339 343
入学者数 71 84 62 75 73

定員充足率(%) 106.0 125.4 92.5 111.9 -

　　○数学科

区分
平成

20年度
平成

21年度
平成

22年度
平成

23年度
平均 備考

入学定員 85 85 85 85 -
志願者数 1,021 912 1,023 1,306 1,066
受験者数 983 864 982 1,265 1,024
合格者数 389 424 397 386 399
入学者数 91 101 96 90 95

定員充足率(%) 107.1 118.8 112.9 105.9 -

　　○情報工学科

区分
平成

20年度
平成

21年度
平成

22年度
平成

23年度
平均 備考

入学定員 101 101 101 101 -
志願者数 1,729 1,393 1,463 1,484 1,517
受験者数 1,704 1,375 1,447 1,464 1,498
合格者数 497 412 415 407 433
入学者数 115 96 127 130 117

定員充足率(%) 113.9 95.0 125.7 128.7 -

　　○電気電子工学科

区分
平成

20年度
平成

21年度
平成

22年度
平成

23年度
平均 備考

入学定員 101 101 101 101 -
志願者数 1,300 1,266 1,437 1,398 1,350
受験者数 1,287 1,251 1,421 1,382 1,335
合格者数 448 509 464 530 488
入学者数 95 111 101 112 105

定員充足率(%) 94.1 109.9 100.0 110.9 -

1



【資料４】　理工学部における過去４年間の入学状況等

　　○機械システム工学科

区分
平成

20年度
平成

21年度
平成

22年度
平成

23年度
平均 備考

入学定員 101 101 101 101 -
志願者数 1,765 1,659 1,398 1,646 1,617
受験者数 1,746 1,635 1,389 1,631 1,600
合格者数 580 452 459 567 515
入学者数 122 96 115 126 115

定員充足率(%) 120.8 95.0 113.9 124.8 -
 
　　○交通機械工学科

区分
平成

20年度
平成

21年度
平成

22年度
平成

23年度
平均 備考

入学定員 91 91 91 91 -
志願者数 718 722 749 579 692
受験者数 715 717 742 574 687
合格者数 227 231 196 228 221
入学者数 96 110 82 99 97

定員充足率(%) 105.5 120.9 90.1 108.8 -
※平成23年4月交通科学科から名称変更。平成19～22年度は交通科学科の数値。

　　○建設システム工学科

区分
平成

20年度
平成

21年度
平成

22年度
平成

23年度
平均 備考

入学定員 91 91 91 91 -
志願者数 313 405 462 382 391
受験者数 310 400 458 380 387
合格者数 178 227 208 210 206
入学者数 70 99 69 76 79

定員充足率(%) 76.9 108.8 75.8 83.5 -

　　○環境創造学科

区分
平成

20年度
平成

21年度
平成

22年度
平成

23年度
平均 備考

入学定員 67 67 67 67 -
志願者数 472 438 528 453 473
受験者数 464 433 521 450 467
合格者数 230 221 239 240 233
入学者数 79 65 74 87 76

定員充足率(%) 117.9 97.0 110.4 129.9 -

　　○建築学科

区分
平成

20年度
平成

21年度
平成

22年度
平成

23年度
平均 備考

入学定員 95 95 95 95 -
志願者数 1,299 1,046 937 969 1,063
受験者数 1,288 1,034 925 958 1,051
合格者数 318 284 285 342 307
入学者数 97 77 105 118 99

定員充足率(%) 102.1 81.1 110.5 124.2 -

2



【資料４】　理工学部における過去４年間の入学状況等

　　○工学系

区分
平成

20年度
平成

21年度
平成

22年度
平成

23年度
平均 備考

入学定員 306 306 306 306 -
志願者数 3,642 4,273 4,039 4,137 4,023
受験者数 3,256 3,976 3,739 3,847 3,705
合格者数 1,112 1,152 1,321 1,407 1,248
入学者数 364 284 338 328 329

定員充足率(%) 119.0 92.8 110.5 107.2 -

3



【資料５】理工学部入学試験における理科受験者の状況 

 
A・F 方式（学科別入試）理科受験者の内訳 

年度 
理工学部全体 材料機能工学科 

受験者数（人） 化学受験者

の割合（％） 
受験者数（人） 化学受験者

の割合（％） 物理 化学 物理 化学 
平成 21 年度 3,905 1,315 25.2 151 349 69.8 

平成 22 年度 3,905 1,328 25.4 194 365 65.3 

平成 23 年度 3,862 1,325 25.5 173 337 66.1 

平均 3,891 1,323 25.4 173 350 66.9 
 



【資料６】

理工学部応用化学科 授業科目履修系統図
（平成25年度入学生から適用）

1年 2年 3年 4年

前期 後期部門

総
合
基
礎
部
門

人文科学基礎Ⅰ 人文科学基礎Ⅱ アジア文化論Ⅰ アジア文化論Ⅱ 文学 国際経済論

社会科学基礎Ⅰ

前期 後期 前期 後期 前期 後期

プラクティカル・イングリッシュⅠ プラクティカル・イングリッシュⅡ

社会科学基礎Ⅱ 欧米文化論Ⅰ 欧米文化論Ⅱ 日本国憲法 心理学

国際関係論

ドイツ語Ⅰ ドイツ語Ⅱ ドイツ語Ⅲ ドイツ語Ⅳ

フランス語Ⅰ フランス語Ⅱ フランス語Ⅲ フランス語Ⅳ

英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英語コミュニケーションⅢ 英語コミュニケーションⅣ

基礎ゼミナールⅠ 基礎ゼミナールⅡ

中国語Ⅰ 中国語Ⅱ 中国語Ⅲ 中国語Ⅳ

体育科学Ⅰ 体育科学Ⅱ 体育科学Ⅲ 体育科学Ⅳ

化学Ⅰ 化学Ⅱ

物理学Ⅰ 物理学Ⅱ

生物学

化学実験Ⅰ 化学実験Ⅱ

地学Ⅰ 地学Ⅱ

地学実験Ⅰ 地学実験Ⅱ

微分積分Ⅰ 微分積分Ⅱ

線形代数Ⅰ 線形代数Ⅱ

物理学演習

物理学実験Ⅰ 物理学実験Ⅱ

理
工
学
基
礎
科
目

自由科目選択科目選択必修科目必修科目

　

生物学

理工学概論

生物学実験

高分子物性 高分子材料

有機化学演習 生化学 生活支援化学

コロイド化学 複合材料

有機化学Ⅱ 高分子化学

電磁気学

コンピューターリテラシー

基礎演習Ⅰ
（数学,物理学,化学,英語）

基礎演習Ⅱ
（数学,物理学,化学,英語）

技術者倫理

物
質
・
材
料
化
学

物理化学Ⅰ

金属材料

電子材料 半導体工学

物理化学Ⅱ 化学工学

物理化学演習

物質構造学

専
門
教
育
部
門

目

固体物性化学

化学反応論

量子化学Ⅰ 量子化学Ⅱ

量子化学演習

合
成
化
学

有機化学Ⅰ

応
用
化
学
基
礎

応用化学数学

化学基礎論

 

　

流動現象学

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
材
料

無機化学Ⅰ 無機化学Ⅱ 錯体化学 触媒化学 環境材料

無機化学演習 表面工学

化学結晶学

学 電子材料 半導体工学

卒業研究 卒業研究

安全工学 先端技術管理

応用化学ゼミナール

電気化学 エネルギー化学

工
業
化
学

製図基礎

工業力学 機械要素 機械設計・製図

分析化学 真空工学 機器分析

応用化学実験Ⅲ 応用化学実験Ⅳ

共通

応用化学実験Ⅰ 応用化学実験Ⅱ

職業指導論Ⅰ

教
科
部 職業指導論Ⅱ

先端化学 実験技術論 分離精製工学 科学表現論

職業指導論Ⅰ部
門

職業指導論Ⅱ



【資料７】応用化学科の教育と進路 

 

ぶ

有機化学

複合材料
高分子材料・物性

機能性複合材料論

物理化学

化学工学

触媒化学

物質構造学

無機化学

コロイド化学

固体物性化学

電気化学

電子材料

安全工学

実験技術

分離精製

分析化学

機器分析

応用化学
実験

先端
技術管理

卒業研究

生活支援化学

錯体化学

応
用
化
学
基
礎

化学基礎論

化学反応論

量子化学

電磁気学

応用
化学数学

合成化学

物質・材料化学

環境・エネルギー材料

共
通

工
業
化
学

先端化学

化成工業
ファインケミカル
プラスチック工業

関連技術者

先端材料
セラミック材料
分析評価
関連技術者

自動車産業
エネルギー開発
食品・化粧品・

医薬品
関連技術者

中学・高校教員高分子化学

生化学

流動現象学

製図基礎

工業力学

機械要素

機械
設計・製図

真空工学

応用化学
ゼミナール

科学表現論

環境材料

工学の基礎領域

共
通

技術者・教育者として活躍

広く理科・工学の化学領域を教える

応用化学科の教育と進路

人文科学
文化論
英語
第二外国語
体育科学

など

数学
物理学
化学
地学
物理実験
化学実験
技術者倫理

など

理
工
学
基
礎

総
合
基
礎

物質・物理化学領域に強い

中学・高校教員
環境・エネルギー領域に強い
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